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短針と長針の対称 

 

次の問いに答えなさい。 

（１）図１のように，時計の１２と６の目盛りを結ぶ線を挟んで時計の短針と長針が線対称の位置にきてか

ら，その次に線対称の位置にくるまでに何分間かかりますか。考えられるものを，すべてこたえなさい。 

 

（２）図２のように，時計の正反対の位置にある目盛りを結ぶ線の１つを挟んで時計の短針と長針が線対称

の位置にきてから，その次に時計の正反対の位置にある目盛りを結ぶ線の１つを挟んで線対称の位置に

くるまでに何分間かかりますか。考えられるものを，すべてこたえなさい。 

 

   図１            図２ 
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短針と長針の対称 （１）５５
５

１３
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（１）短針が①の角度を進む間に，長針は⑫の角度を進みます。時計の１２と６の目盛りを結ぶ線を挟んで

時計の短針と長針が線対称の位置にきてから，次に線対称の位置にくるまでの様子は図①，②のように

なるので，いずれの場合も⑬＝３６０度となって，３６０÷（０.５＋６）＝５５
５

１３
（分間）のみが

答えとなります。 

 

（２）図③では，●印で示した正反対の目盛りを結ぶ線および両針が線対称を成し，次に■印でしめした正

反対の目盛りを結ぶ線および両針が線対称を成しています。■印の線対称に注目をすると，短針と対称

軸の間の角の大きさはａ＋３０－①（度），長針と対称軸の間の角の大きさはａ＋⑫－３０（度）とな

るので， 

ａ＋３０－①＝ａ＋⑫－３０， 

３０－①＝⑫－３０，必要であれば図④の線分図を考えて， 

⑬＝６０です。 

よって，６０÷（０.５＋６）＝９
３

１３
（分間）のみが答えとなります。 

 

図①        図②          図③          図④ 
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